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はじめに 


あ5かじめご承知いただきたいこと 


• 本書の内容については、将来予告なしに変更ずることびあります。 
• 本書の内容については万全を期して作成いたしましたび、万一 
ご不審な点や誤りなど、お気付きのことびありました!5ご連絡 
<ださい。 

•本書の一部または全部を無断で複写することは禁止されていま 
す。また、個人としてご利用になるほかは、著作権法上、当社 
に無断では使用できません。 

•万一、本機使用により生じた損害、逸失利益または第兰ちか5 
のいかなる請求についてち、当社では一切その責任を負えませ 
んので、あらかじめご了承ください。 

•万一 、 Photo Loader 、 Photohands 使用により生じた損害、 
逸失利益または第兰ちか5のいかなる請求についてち、当社では 
一切その責任を負えませんので、あらかじめご了承ください。 
•故障、修理、その他の理由に起因するメモ U - 内容の消失によ 
る、損害および逸失利益等につさまして、当社では一切その責 
任を負えませんので、あらかじめご了承ください。 

■著作権について 

個人で楽しむ場合などのほかは、画像/動画 フォー マットファイ 
J レを権利ちに無断で複製することは著作権法や国際条約で固く禁 
じ!5れています。また、これ日のファイルを有償•無償に関ね日 
ず権利割こ無断でネット上で記載したり、第兰ちに配付したりす 
ることち著作権法や国際条約で固く禁止されています。万一、本 
機び著作権法上の違法行為に使用された場合、当社では一切その 
責任を負えませんので、あらかじめご了承ください。 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 
( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置です。この装 
置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、こ 
の装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用され 
ると、受信障害を引さ起こすことびあります。取扱説明書 
に従って正しい取り扱いをしてください。 


本文中のじ(下の用語は、それぞれ各社の登録商標または商標です。 

. SD □ゴは登録商標です。 

• Windows、Internet Explorer および DirectX は米国マイク 
□ソフト社の商標です。 

• Apple および Macintosh は米国アップルコンピューター社の 
商標です。 

• MultiMediaCard ™ は、挪 nfineon Technologies AG 社の 
商標であり、 MMCA(MultiMediaCard Association ) にライ 
センスされています。 

• Acrobat および Acrobat Reader は 、 Adobe Systems 
Incorporated の商標です。 

. USB ドライバ(マスストレージ）は Pho 飢 ix Technologies 社 
のソフトウェアを使用しています。 

Compatibility Software Copyright © 1997 
Phoenix Technologies Ltd . All Rights Reserved . 

. その他の社名および商品名は、それぞれ各社の登録商標または 
商標です。 

• Photo Loader 、 Photohands はカシオ計算機(株）の著作物 
であり、上記を除さ、これにかかわる著作物およびその他の権 
利はすべてカシオ計算機(株)に帰属します。 
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はじめに 1 

き徴 ■ 

• 2つの記念撮影支援機能を搭載 K 

二人きりでも二人揃って記念撮影びできるカップ U ングシヨッ ■ 

• 有効画素数320万画素 

フオトフ U ンター等で綺麗に印质にきる有効画素数320万画素 
( CCD 総画素数334万画氣の高画質 CC □搭載。 

卜機能、安むして他人に構図をまかせることびでさるプ U 
シヨット機能びあります。カップ U ングシヨット機能とプ U 
シヨット機能はベストシヨット機能の中にあります。 

. 2.0 型 TFT カラー液晶モニター搭載 

• 卜 U プルセルフタイマーモード搭載 

. 12倍シームレスズーム搭載 
光学ズーム3倍/デジタルズーム4倍 

セルフタイマー撮影を自動的に3回くり返すモードを搭載しま 
した。 

.]0 M 日フラッシュメモ U - 内蔵 
メモ U —力ードを使用しなくてち撮影びでさます。 

. U アルタイムヒストグラム機能を搭載 
ヒストグラム表示を確認しなび日露出の調節びできます。難し 
い露出条件でち、意図した露出の画像び手軽に撮霞でさます。 

• 拡張用メモ U - 力ードとして SD メモ U - 力ードと MMC (マル 
チメディアカード）に対応 

. ワールドタイム機能搭載 

簡単に現地の時間にセットできます。世界1日2都市 (32 タイム 

.カメラを USB クレードルにセットするだけで、カメラ内の充電 
式電池を充電することびでさます。 

ゾーン）に対応しています。 

.アラーム機能搭載 

•カメラを USB クレードルにセットするだけで、簡単にパソコン 
へ画像データを転送することびできます。 

アラーム機能付さですので、目覚まし時計の代わりにちなりま 
す。また、登録した画像をアラームと同時に表示させることち 

.フオトスタンド機能搭載 

カメラを USB クレードルに秉せたまま、撮影した画像をスライ 
ドシヨー表示できるので、フオトスタンドとして楽しめます。 

でをます。 

.アルバム機能搭載 

撮影した画像をレイアウトした HTML ファイルを作成し 、 Web 

.ベストシヨット機能搭載 

煩わしい設定をカメラび自動的に行ラので、簡単に綺麗な写真 
を撮ることびでをます。 

ブラウヴで見たり、印刷することびできます。また、自分の 
ホームページ用データとしてち利用することびでをます。 
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はじめに 1 

使用環境について 

•使用でさる温度の範囲は、0で〜40でです。 

. 次のよラな場所には置かないでください。 

一直射日光のあたる場所、湿気やホコ U のをい場所 
一;令暖房装置の近<など極端に温度、湿度び変化する場所 
—曰中の車内、振動の多い場所 

その他のま意 1 

•使用中、本機は若干熱を持ちますび、故障ではありません。 B 

• 本機び巧れた場合は、乾いた柔らかい巧で拭いてください。 

結露について 

. 真をに寒い屋外か日暖房してある室内に移動するなど、急激に 
温度差の大さい場所へ移動すると、本機の内部やが部に水滴び 
付く（結露）ことびあります。結露は故障の原因になりますの 
で、ごを意ください。結露を防ぐには、温度差の大さな場所の 
間を移動する前に、本機をビニール袋で密封しておさ、移動後 
に本機を周囲の温度に充分慣らしてか日取り出して、電池ブタ 
を開けたまま数時間放置してください。 


レンズについて 


. レンズ面は強くこすったりしないでください。レンズ面に傷び 
付いたり、故障の原因となります。 

. レンズ面び指紋やゴ5などで巧れていると、カメラ本体の性能 
び十分に発揮でをませんので、レンズ面には触れないでくださ 
し)。レンズ面の巧れは、ブ□アー等でゴ S やホコ U を軽く吹さ 
仏ってか日、乾いた柔らかい布で軽くおいてください。 
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[はじめに 


.カレンダー表示び可能 

1ヶ月分のカレンダー表示の日付上に、その曰に撮霞した最初 
の画像を表示させることびでを、見たい画像を素早く探すこと 
びでさます。 

. 音声付をムービー撮影機能を搭載 

• DCF ( Desi 邑 n rule for Camera File system ) 対応 

画像データは統一規格の DCF 規格に準拠しているため、同規格 
に準じた他の機器との互換性びあります。 

• DPOFCDigital Print Order Format ) 対応 

DPOF 規格に対応しているため、同規格に準じたデジタル DPE 
サービスを簡単に利用することび可能です。 

• PRINT Image Matchin 旨 n 対応 

本製品は PRINT Image Matchin 旨口に対応しています。 
PRINT Image Matchin 旨 n 対応プ U ンタでの出力および対応 
ソフトウエアでの画像処理において、撮影時の状況や撮影者の 
意図を忠実に反映させることび可能です。 

• USB DIRECT - PRINT 対応 

本製品はセイコーエプソン株式会社提唱の USB DIRECT - 
PRINT に対応しています。本製品は USB DIRECT - PRINT 
対応プ U ンタに直接接続し、デジタルカメラのモニタ上で写真 
選択や印刷開始を指示することびでさます。 

• Photo Loader 、 Photohands 付属 

好評な自動取り込み機能を備えた Photo Loader を付属。レ 
タッチ機能を備えた Photohands も付属。更にを彩に画像を 
活用でをます。 


使用上のごま意 


撮影前のごま意 

必ず事前にためし撮りをして、カメラに画像び正常に記録されて 
いることを確認してください。 


データエラーの ごま意 

. 本機は精密な電子部品で構成されており、しソ下のお取り扱いを 
すると内部のデータび破壊される恐れびあります。 

一カメラの動作中に電池やメモ U —カードを抜いたり、 US 日ク 
レードルにセットした 

一電源を切つたとさに【動作確認用ランプ】び点滅している状態 
で電池やメモ U —カードを抜いたり、 USB クレードルに 
セットした 

一通信中に US 日ケーブルびはずれたり、 USB クレードルから 
カメラや AC アダプターびはずれた 
一消耗した電池を使用し続けた 
一その他の異常操作 

このよラな場合、画面にメッセージび表示される場合びあります 
(1 2日ページ)。画面に対応したご処置をお願いいたします。 


早分かりガイド 


はじめに電池を充電ずる 


1 . 電池を入れます (21 ぺージ)。 



2 . カメラを USB クレードルにセツトして、電池を充電しますに3ぺージ)。 

. 約2時間でフル充電されます。 



0 
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早分かりガイド] 


画面メッセージの言語/日時を設定ずる 

重要！.お買い上げ後、初めて撮影する前に設定してください(詳しくは 3] ページ参照)。 



2 , 3 , 4 , 5 , 6 , 7,8 


1 . 【電源ボタン】を巧して、電源を入れます。 

2 . 【▲】を巧して、言語(日本語)を選び、に ET 】 を巧して言語を設定 
しまず。 

3 . 【▲】【▼】【◄】【►】で自宅都市のエリアを選び、に ET 】 を巧して自 
宅都市のエリアを選びまず。 

4 . 【▲】【▼に自宅都市を選び、に ET 】 を巧して自宅都市を設定します。 

• 日本で使う場合は Tokyo " を選んでください。 

5 . 【▲】【▼にヴマータイムの設定を選び、に ET 】 对甲してヴマータ 
イムを設定しまず。 

• 曰本で使ラ場合は"切"を選んでください。 

6 . 【▲】【▼】で日時の表示スタイルの設定を選び、に ET 】 を巧して表 
示スタイルを設定しまず。 

7 . 曰付と時刻を合わせまず。 

8 . に ET 】 を押します。 

• 設定を終了します。 
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早分かりガイド I 


撮影したファイルを消去ずる 



1 . 【電源ボタン】を押して、電源を入れます。 

2 . 【モードスイッチ】を" PLAY " に合わせます。 

3 . 【▼】（ろ/な）を巧します。 

4 . 【◄】【►】を巧して、消去したいファイルを選びます。 

5 . 【▲】【▼】を巧して、"消去"を選びまず。 

. 消去を中止したいときは、"キャンセル"を選んでください。 

6 . に ET 】 を押します。 

. ファイルび消去されます。 
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[早分かりガイド 


撮影ずる 

(詳しくは34ページ参照) 



1 . 【電源ボタン】を押して、電源を入れまず。 

2 . 【モードスイッチ】を" REC " に合わせます。 

3 . カメラを撮彰する被写体に向け、【液晶モニター】または 
【ファインダー】を服いて、【シャッター】を半押ししてピ 
ントを合わせます。 

. ピントび合うと【フォーカスフレーム】び緑色になり、緑色 
の 【動作 確認用ランプ】び点打します。 

4 . カメラを固定し、静かに【シャツター】を押します。 


撮影したファイルを見る(再生ずる） 

(詳しくは日2ページ参照) 



1 . 【電源ボタン】を押して、電源を入れます。 

2 . 【モードスイッチ】を" PLAY " に合わせます。 

3 . 【◄】【►】を押すと、記録したファイルの戻し/送りがで 
をます。 
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準備ずる 


初めてご使用になる方はここか日お読みになり、撮影前の準備を行ってください。 


各部の名称 


この取扱説明書では、本機の各部の名称を次のように【】を使って表記します。スイッチやボタンなどの場所びねか日なくなった場合は、 
こち日をご参照ください。 


カメラ本体 

■ 前面部-■後面部 



〇【シャッター】 

0【電源ボタン】 

0 【フラッシュ】 

〇【セルフタイマーランプ】 

0【マイク】 

〇 【レンズ】 



〇【フアインダー】 

© 【動作確認用ランプ】 
© 【モードスイッチ】 

⑩ [ MENU ] 

の 【ズームボタン】 

@【ストラップ U ング】 
⑩に ET 】 

⑩【▲】【▼】【◄】【►】 

⑩に ISP 】 

⑩【液晶モニター】 
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準備ずる I 



の 【電池カバー】 

⑩【クレードル接続端子】 

⑩【兰脚巧】 

《 S 脚に取り付けるとをに使用します。 



USB クレードル 

カメラを USB クレードルにセツトするだけで、次のよラなこと 
びでをます。 


•充電式電池を充電することびでさます （23 ページ)。 

. 撮影した画像を、パソコンに乾送することびできます (93 ぺ一 
ジ） 

.フオトスタンド機能を利用して、撮影した画像のスライド 
シヨーを見ることびできます （71 ページ）。 


■前面部 



〇【カメラ接続端子】 
0 【 USB ランス 

0 【 USB 】 

〇 【 CHARGE ランプ】 
0 [ PHOTO ] 


■後面部 


〇に C IN 日' 3 V 】 
(外部電源端テ） 

〇 【 USB 】 

( USB 接続端テ） 
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準備ずる I 


ホワイトバランス表示 
表おなし（オート） 

巧 （太陽光） 

H (日陰） 

田情球） 

^ (堂光灯） 
WM (マニュアル） 


PLAY モード時 


フオルダ名/ファイル番号 - 



「デジタルズーム表示 

プ〇テク ト表示 -n 


—シャッター速度 

ファイルお態 - 

因(静止画） 



• 絞りとシャッター達度 



は AE (自動露出)び適 
正 範囲でない場合、 

CE 3 (動励 



【シャツター】をキ巧し 
したときにオレンジ色 
で表示されます。 

，絞り值 
旧〇感度 


つラッシュモード表示 
表示なし（自動発光） 

回規光禁止） 

D (強制発光） 

回（赤目軽減） 

• 自動発光時にフラッシュ発光 
ずる場合は、【シャッター】を 
半巧ししたとさに0び表示 
されます。 


ズームノ1"- 
左部分び光学ズーム域 
ち部分びデジタルズーム域 



「画像サイズ 

2048 XI 已 3 巨 pixels 
1600 X 1200 pixels 
128 日 X 960 pixels 
曰 4 日 X 480 pixels 


FINE (高精細） 

NORMAL (標準） 

ECONOMY (エコノミー) 

メモリー表示 

(内蔵方モ U —使巧中） 
(メモリーカード使用中） 


バッテ U - 残量; 


19 


^準備ずる) 


液晶モニターの表示内容 


【液晶モニター】には、さまざまな情報び表示されます。 


REC モード時 


セルフタイマー - 

なし （1 枚撮影） 

网 (セルフタイマ-1。秒） 
阁 比ルフタイマ-吕秒 } 

网 (トリプルセルフタイマ-) 


'撮影亡ード‘ 

回 (通常モード） 

願 (ベストショットモード） 
因 (ムービーモード） 


撮影可能枚数 


フオーカスモード 
なし（オートフオーカス） 

M (マクロ） 

(お限遠） 

EH (マニュアルフオーカス） 



「画像サイズ 

2048 X 1 己 3 色 pixels 
1600 X 1200 pixels 
1280 X 960 pixels 
640 X 480 pixels 
ムービーモード時：砂数 


フオーカスフレーム日 
. ピント合わせ完了時：緑色に点灯 
. ピント合わせ不可時：ホ色に点灯 


-画質 

FINE (高精細） 

NORMAL (標準） 
ECONOMY (ェコノミー) 


バツテリー残量表示 


I (内蔵><モリー使用中） 
(メモリーカード使用中） 


露出補正表示 日付/時刻 
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[準備ず5 


液晶モニターの表示内容を切り督える 

【 DISP 】 を使って、【液晶モニター】に表示される内容を切り替え 
ることびでをます。 


情報表示オン 
(18 ページ） 


ヒストグラム 
► 表示オン - 
(已7ページ） 


情報表示 
'オフ 


_液晶モニター^*'' 


オフ 


《下記のモードでは【液晶モニター】はオフにはなりません。 
PLAY モード、ベストシヨットモード、ムービーモード 


ンプについて 


ランプの色や点灯、点滅によってカメラ本体や USB クレードル 
の動作状況を知ることびでをます。詳しくは「ランプの状態と動 
作内容」 （1] 9ページ)をご覧ください。 


【セルフタイマーランプ】 【動作確認用ランプ】 




[ CHARGE ランプ】 


















































































準備ずる I 



ップの取り付けかた 


ストラップは、図のように【ストラップ U ング】に取り付けます。 



電源について 


本機は専用 U チウムイオン充電池 ( NP -20) を電源として利用し 
ます。 


巧電式電池を入れる 



1 . 本体底面の【電池カバー】を押しなが5、矢印の方向にス 
ライドさせて開をます。 



重要！.本機操作時は落下を防止するため、必ずストラップに指 
を通した状態で使用してください。 

• 付属のストラツプは本機専用です。他の用途に使用しな 
いで < ださい。 

.ストラツプを持って本機を振り回さないでください。 


充電式電池を取り出ず 

1 . 【電池カバー】を開をます。 

2 . 【ストッパー】を矢印の方向にず5すと、電池が少し出て 
来ます。 



3 . 出て来た電池を引を巧きます。 

• 電池を落とさないよラにごを意ください。 


準備ずる I 

巧電式電池を巧電ずる 

1 . USB クレードルの 【DC IN 已 .3V】 に付属の AC アダプ 
ターを接続します。 

2 . AC アダプターのプラグを起こし、家庭用コンセントに 
接続します。 



3 . カメラの電源を切ります。 
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^準備ずる) 


2 . 図のようにカメラと電池の▲印を合わせるようにして、 
電池側面で【ストッパー】を矢印の方向にず5したまま電 
池をセツトします。 



【ストッパー】び電池にしつ 
かりかかるのを確認してく 
ださい。 


3 . 【電池カバー】を図のように矢印の方向に巧しつけなが 
5、スライドして閉めます。 



重要！.電池は、必ず専用 U チウムイオン充電池 ( NP -20) をお 
使いください。他の電池は使用でさません。 


電池は、最初充電されておりません。「充電式電池を充電す 
るに3ぺージ）に従って充電してください。 
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[準備ず5 


4 . カメラを USB クレードルの上にセットしまず。 

. カメラの電源を入れたまま、 USB クレードルの上にセッ 
卜しないでください。 

. USB クレードルのに HARGE ランスな谦色に点好し、充 
電を開始します。充電を完了すると、 【 CHARGE ランプ】 
び緑色の点打に変わります。 



5 . 充電を完了した5、 USB クレードルか5カメラを取りは 
ずします。 


重要！ • 約2時間^でフル充電されます。 

※充電時間は、電池の容量や残量、使用環境によって変化しま 
す。 

•専用 U チウムイオン充電池 ( NP -20) の充罰ん同捆の 
USB クレードル ( CA -2] A )、 月 IJ 売品の USB クレード 
ル ( CA -21 )、または別売の専用充電器(モバイルチャー 
ジャ ー : BC -10 L ) をお使いください。他の充電器では 
使用でさません。 

. AC アダプターは、必ず付属の AC アダプターをお使い 
ください。それじ(外の AC アダプターは使用しないでく 
ださしバ月リ売品： AD - C 40/ C 己 20 J / C 630 J は使用 
でさません）。 

. AC アダプターは] 00〜 240 V の電源に対応していま 
すび、使用する国によってはプラグ形状び合わないなど 
の問題びあるため、現地で使用可能かどラかを事前にご 
確認ください。 

.カメラの【クレードル接続端子】は、 USB クレードルの 
【カメラ接続端子】にしっかりと差し込んでください。 

•カメラ使用直後や周辺温度び高温状態または低温状態で 
充電しよラとすると、充電び開始されない場合びありま 
す（に HARGE ランスびオレンジ色に点灯します)。そ 
の場合は常温で放置してください。電池の温度び充電可 
能な温度になると、充電を開始します （【 CHARGE ラン 
プ】び赤色点灯に変わります)。 


24 

































































準備ずる I 


充電中にエラーび起こったときはに HARGE ランプ】び 
赤色に点滅します。原因は、本体の不良、カメラや電池 
のセット(装着)不良、電池不良です。 USB クレードル 
か日カメラを取りはずし、カメラび動作するか確認して 
ください。カメラび動作する場合は、電池を使い切って 
から充電してください。 

動作しない場合は、電池のセット不良の可能性びありま 
す。電池をカメラからはずし、電池接点部び巧れていな 
いか確認してください。ミちれている場合は、乾いた布で 
ないてください。また、 AC アダプターのコンセントや 
プラグびはずれかけていないか確認してください。 
上記確認の後、再度 USB クレードルにカメラをセット 
してち同じ症状になる場合は、カシオテクノ •サービス 
ステーシヨンにお問い合わせください。 

US 日クレードル上では、フォトスタンド機能、充電お 
よび USB 通信しかでをません。 


■電池寿命の目安 

下記の電池寿命は、温度23でで使用した場合の電源び切れるま 
での目安であり、保証時間、または保証枚数ではありません。低 
温下で使ラと、電池寿命は短くなります。 


連続撮影枚数(撮影時間)* 1 

約450枚(約]時間1已分） 

標準撮影枚数(撮影時間)** 2 

約140枚(約1時間10分） 

連続再生時間(静止画卢 3 

約吕時間0□分 


使巧電池： NP -20( 定格容量：巨 SOmAh ) 


測定条件 
《 ] 連続撮影 

温度に3°〇、液晶モニターオン、フラッシュ非点灯、約 
10砂に1枚撮影 
《2標準撮影 

温度に3°〇、液晶モニターオン、フラッシュ発光に枚に 
] 回）、30秒毎にズームのワイド端とテレ端で交互に撮 
影、] 0回撮影に1度電源を切/入操作 
《3連続再生 

温度に3°の、約10秒に1枚ページ送り 
上記数値は、新品の電池のフル充電状態での数値です。繰り返 
し使用すると、電池寿命は徐々に短くなります。 

フラッシュやズームなどの使用頻度や電源び入つた状態の時間 
により、撮影時間または枚数は大幅に異なる場合びあります。 
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準備ずるI 


保を上のごを意 

. U チウムイオン充電池はル型で高容量の電池ですび、充電さ 
れた状態で長期間巧ちすると特性び劣化することびありま 
す。 

一しばらく使わない場合は、使い切った状態で巧をしてくだ 
さい。 

一使用しないとさは必ず充電池をデジタルカメラから取りは 
ずしてください。取り付けたままにしておくと、電源び切れ 
ていてち微か電流び流れていますので、電池び消耗し、充電 
に時間びかかったり、こわれたりします。 

-乾燥した涼しい場所に0でじ(下)で保管してください。 


■充電式電池の取扱について 
参リサイクルのお願い 

不要になった電池は、貴重な資源をずるため廃棄 
しないで充電式電池 U サイクル協力店へお持ちく 
ださい。 

Li-ion 




<最寄りの U サイクル協力店へ> 

詳細は、社団法人電池工業会ル形二次電池再資源 
化推進センターのホームページをご参照ください。 

• ホームぺージ http :// www . JBRC . conn / 


♦使用済み充電式電池の取り扱いを意事項 

•プラス端子、マイナス端子をテープ等で絶縁してください。 
• 被覆をはびさないでください。 

•分解しないでください。 
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^準備ずる) 


■電池を長持ちさせるために 

フラッシュを使用しないで撮影するとさは、フラッシュの発光ち 
法を^(発光禁止)に設定してご使用いただくと、電池寿命び長 
くなります巧9ページ参照)。 

■バッテリー残量表示 

電池び消耗すると【液晶モニター】に表示されているノ（ッテ U -残 
量表示び下記表のように変化します。 因 の状態は電池残量び少 
ないことを表しています。〇の状態では撮霞でさません。速 
やかに電池を充電し直してください。 


電池残量 

る --►か 

画面情報表示 

FS] 一 一 一 ^S| 


電源に関ずる使用上のま意 
■電池使用時の注意 
使用上のごま意 

. この電池は、カシオデジタルカメラ専用の U チウムイオン充 
電池です。適応機種については、お使し)のカメラの取扱説明書 
でご確認ください。 

• 専用 U チウムイオン充電池 （ NP -20) の充電は、同捆の USB 
クレードル ( CA -2 1 A )、 別売品の USB クレードル ( CA -2 1)、 
または別売の専用充電器(モバイルチャージャ ー: 日 C -10 L ) 
をお使いください。他の充電器では使用でをません。 

•電池は、最初は充電されておりません。必ず最初に充電してく 
ださい。 

• 寒い場所では、電池の特性上、充分に充電された電池を使用し 
てち、使用時間び短くなります。 

. 充電は] 0で〜3日での温度範囲で行ってください。範囲がの 
温度で充電すると、充電時間び長くなったり、充分な充電びで 
さないことびあります。 

• 充電直後でち電池の使用時間び大幅に短くなった場合は、電 
池の寿命と思われますので、新しいちのをお買い求めくださ 
い。 
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■USB ク レー ドル/ AC アダプター使用時のま意 

• 表示された電源電圧！;(外の電圧で使用しないでくださ 
し、火災■故障-感電の原因となります。 

•AC アダプターの電源コードを傷つけたり、破損した 
りしないでください。また、重いちのをのせたり、加 
熱したりしないでください。電源コードび破損し、火 
災■事故-感電の原因となります。 

♦AC アダプターのコードを加工したり、無理に曲げた 

Q り、ねじったり、引っ張ったりしないでください。火 
災•故障-感電の原因となります。 

♦濡れた手で AC アダプターを抜き差ししないでくださ 
し)。感電の原因となります。 

♦タコ足配線をしないでください。乂災-故障-感電の 
原因となります。 

♦万一、 AC アダプターの電源 コー ドび傷んだ日(お線の 
露出-断線など)、販売店またはカシオテクノ-ヴー 
ビスステーションに修理をご依頼ください。そのまま 
使用すると火災-故障-感電の原因となります。 

. AC アダプターを抜さ差しする際は、必ずカメラを USB クレー 
ドルから取りはずした状態で行ってください。 

.充電中、 USB 通信中、フォトスタンド機能使用中、 AC アダプ 
ターは若干熱を持ちますび、故障ではありません。 

• ご使用にな日ないとさは、 AC アダプターをコンセントか日必 
ずはずしてください。 

.AC アダプターの上に毛布などびかぶさ日ないよラにしてくだ 
さい。火災の原因となります。 


電源を入れる/切る 

電源の入/切は【電源ボタン】で行います。 

【電源ボタン】を押すと電源び入り、緑の【動作確認用ランプ】び一 
時、点打します。再度【電源ボタン】を押すと、電源び切れます。 



【電源ボタン] 緑の【動作確認用ランプ】 


重要！.才ートノのーオフ機能により電源び切れた場合は、【電 
源ボタン】を押して、再度電源を入れてください。 
•撮該モードで電源を入れると、レンズび出てさます。そ 
の際にレンズを押さえたり、ぶつけたりしないよラごを 
意ください。 
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準備ずる I 


電池の消耗を抑えるための機能 

電池の消耗を抑えるために、な下の2通りの設定びできます。 

ス U - プ： REC モード時に一定時間操作をしないと、【液晶モニ 
ター】のみ消好します。ボタン操作をすると【液晶モニ 
ター】び再度点好します。 

オートパワーオフ：一定時間操作しないと電源び切れます。 

1 . 電源を入れます。 

2 . 【MENU】 を押します。 

3 . 【◄】【►に"設定"タブを選びます。 

4 . 【▲】【▼に設定したい項目を選び、【►】を巧します。 

ス U —プの設定："スリーフ" 

才ートノのーオフの設定："才ートノのーオフ" 

. メニューのたどりかたについては30ページを参照してく 
ださい。 

5 . 【▲】【▼】で設定内容を選び、に ET】 を押します。 


ス U —プの設定内容： "30 秒""1分" "2 分""切" 

才ートノのーオフの設定内容： "2 分""已分" 

. PLAY モードではス U —プは働さません。 

• ス U —プ中にいずれかのボタンを押すと、ス U —プを解除 
してすぐに撮影でさる状態になります。 

. な下の状態では、オートパワーオフ、ス U —プは働さませ 

一本機の USB クレードルを通じて本機を外部のパソコン 
などと接続しているとさ 
-スライドシヨー中 


準備ずる I 


6 . 選択した内容を決定します。 

•【 SET 】 を押すと内容び;央定され、メニュー画面から出ま 
す。 

• 【◄】を押すと内容び決定され、メニュー画面に戻ります。 

続けて他の項目を設定することびでをます。 

• 他のタブに移りたいときは、【◄】を押して、【▲】でタブに 
戻り、【◄】【►】で他のタフに移ってください。 

. メニューの内容については r メニューー覧表」 （]] 7ぺージ)を参 
照してください。 


表示言語/日時を設定ずる 


お買い上げ後初めて撮影をする前に、下記の設定を行ってください。 

. 画面のメッセージの言語設定 
. 自宅の都市の設定 
• 表示スタイルの設定 

. 日時設定にの日時は、印刷情報などに利用されます） 

重要！ .電池や USB クレードルで電源び供給されないと、曰時 
び U セットされてしまいます。その場合は、曰時設定画 
面び表示されますので、再度日時を設定してください。 

• 電池び消耗した状態で放置すると、約2曰で曰時び U 
セットされます。 

. 日時び U セットされているときに電源を入れると、毎 
回、日時設定画面び表示されます。 

• 日時を設定しないと、間違った時間データによって記録 
されてしまいますので、必ず設定してください。 
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^準備ずる) 


—画面の操作について 


本機ではメニュー画面を使用してさまざまな操作を行います。こ 
の操作をまず覚えてください。 【 MENU 】 を押すと、メニュー画 
面び表示されます。メニューの内容は REC 媚獻モードと PLAY 
(再生)モードでは異なります。ここでは例として REC モードでの 
操作を説明します。 


参メニュー 画面で使 ラキーについて 


【◄】【►】 

タブを選びます。【►】は項目のミ夫定にも使い 
ます。 

【▲】【▼】 

設定項目を選びます。 

に ET 】 

選択した項目に決定します。 

【 MENU 】 

メニュー画面の操作を中断します。 


1 . 電源を入れ、【モードス 
イッチ】を" REC" に合わせ 
ます。 


. PLAY モードにして操作 
を行うときは" PLAY " に 
合わせます。 

2 . 【MENU】 を押します。 




3 . 【◄】【►に設定したい項目のあるタブを選びます。 


4 . 【▲】 【▼に設定したい項目 
を選び、 【►】 を押します。 

• 【►】を押す代わりに 
【 SET 】 を押しても、次の 
画面に移ります。 


T が口 


■HUIfc ■ 

〔国〕 1 

I ……- 

つ-致巧か巧一 
ザイス ^ 

HVllI 1 ■ 

life 采^^^ 1; 


例)設定項目"撮影モード" 
を選んだ場合 


5 . 【▲】【▼】で設定内容を選びます。 
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[準備ず5 


1 . 【電源ボタン】を巧して、電源を入れます。 

2 . 【▲】【▼】【ィ】【►】で言語を 
選び、 【SET】 を押します。 

曰本語 ：日本語 

English :英語 
Frangais : J フンス s 吾 
Deutsch :ドイツ語 
Espanol :スペイン語 
Italiano :イタ U ア語 

Portugues :ポルトガル語 
中國語 ：中国語(繁体） 

中国语 ：中国語(簡体） 

を:韓国語 



4 . 【▲】【▼に自分の住んでい 
る都市を選び、に ET】 を巧 
します。 

• 日本で使う場合は" Tokyo " 
を選んでください。 


5 . 【▲】【▼】でヴマータイムの設定を選び、 【SET】 を押しま 
ず。 

入：サマータイムになります。 

切：通苗の時刻になります。 

. 日本で使う場合は"切"を選 
んで < ださい。 



3 . 【▲】【▼】【◄】【►】で自分の 
住んでいる地域を選び、 
に ET】 を押します。 



6 . 【▲】【▼】で画面に表示され 
る日付のスタイルを選び、 

に ET】 を巧しまず。 

例）2003年10月23曰 
年/月/日： 03/10/23 
曰/月/年； 23/10/03 
月/曰/年；10/23/03 
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準備ずる I 


7. 曰付と時刻を合わせます。 
【▲】【▼】を押す： 

カーソル（選択枠）の部分 
の数字などを変えます。 

【◄】【►】を押す： 

カーソル（選択枠）を移動 
します。 

【□侶 P 】 ： 

12時間表示と24時間表 
示の切り替えびでさます。 



8 . 【 SET 】 を押して、設定を終了します。 
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撮影ずる(基本編 ）I 


ピントは【フオーカスフ 
レーム】や緑の【動作確認 
用ランプ】の点灯のしかた 
で知ることびでをます。 


緑の【動作確認用ランプ] 

〇\ 


状況 

動作確認用ランプ 

フォーカスフレーム 

ピン ト 合わせ完了 

緑点灯 

緑点な 

ピン ト 合わせ不可 

綠点滅 

ホ点な 


5 . ピントが合っていることを 確認 
して【シャツター】を全巧ししま 
す。 

. サイズ、画質によって保存でさ 
る枚数び異なります （1 27ペー 
ジ)。 

. 手ぶれを起さないために、 
【シャッター】は静かに押してく 
ださい。 



/■シわッタ ーy 



【レンズ】や【フラッシュ】 

を指でふさびないで<だ 

さい。 , _ 

[フラッシュ] ^ 獻◎)》)!) 


【レンズ】 
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ここでは最ち基本的な撮影方法について説明します。 


基本的な撮影のしかた 


本機では被写体の明るさに応じてカメラびシャッター速度を自動 
的に調整します。撮影された画像は、順次内蔵フラッシュメモ 
U —に巧をされます。 

. 市販のメモ U - 力ード ( SD メモ U - 力ードまたは MMC 〈マルチ 
メディアカード〉）に保存することもできます （89 ページ)。 


【液晶モニター】に表示され 
ている【フオーカスフレー 
ム】を被写体に合わせま 
す。 

• 撮影でさる範囲は、オー 
トフ オーカ スモ ー ドでは 
約40 cm 〜〇〇です （4 3 
ページ）。 



I フォーカスフレーム1 


1 . 【電源ボタン】を押して、電 
源を入れます。 

. 【液晶モニター】に画像ま 
たはメッセージび表示さ 
れます。 

2 . 【モードスイッチ】を" REC " 
に合わせます。 

. REC モードになり、撮影 
でさる状態になります。 



I電源ボタン] 



. 【ファインダー】から被写体を見て撮影することちできます 
(37 ページ)。 

. 【ファインダー】から被写体を見るときは 【 D 旧 P 】 を押し 
て、 【液晶 モニター】を消すことで、電力の消費を減らすこ 
とびでをます。 

4 . 【シャツター】を半押しし、ピン 

卜を合わせます。 

• 【シャツター】を半押しすると、 

オートフォーカス機能により自 
動的にピントび合い、シャツ 
ター速度と絞り値び表示されま 
す。 



/■ シサツター J 


[モードスイッチ] 
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I 撮影ずる(基本編） I 

撮影時のごま意 

オートフ オー カスのごま意 

• 【動作確認用ランプ】び緑色に点滅している間に【電池ブタ】を開 

. 次のよラな被写体に巧しては、ピントび合わないことびありま 

けたり、カメラを US 日クレードルにセットすることは、絶対に 

す。 

お止めください。今撮影した内容び記録されないばかりでな 

一階調の無い壁などコントラストびかない被写体 

く、撮影済みの内容び破壊されたり、カメラび正苗に動作しな 

一強い逆光のちとにある被写体 

<なるおそれびあります。 

一光沢のある金属など明るく反射している被写体 

. メモ U —力ードに記録中は、メモ U —力ードを抜かないでくだ 

-ブラインドなど、水平ち向に繰り返しパターンのある被写体 

さい。 

一カメラか日の距離び異なる被写体びいくつちあるとさ 

• 堂光灯照明の室内で撮影する場合、本機は堂光灯のフ U ッカー 

一暗い場所にある被写体 

(人の目では感じ日れない、ごく微妙なち5つき)を感知してし 

一手ぶれをしているとさ 

まい、撮影するタイミングによって、微嫂に撮影画像の明るさ 

一動さの速い被写体 

や色合いび変わる場合びあります。 

• 緑の【動作確認用ランプ】び点打していたり、【フオーカスフレー 

. 旧0感度び"オート"の場合(已9ページ)被写体の明るさに応じて 

ム】 び緑で表示されていてちピントび正しく合わない場合びあり 

感度び自動的に変化します。被写体び暗いと画像にノイズびの 

ます。 

る場合びあります。 

.ピントび合わない場合は、フオーカス□ック （4 己ページ)やマ 

. 旧0感度び"才ードの場合(朗ぺージ)被写体び暗いときは感度 

ニュアルフオーカス (4 已ぺージ）をご利用ください。 

を上げてシャッタースピードを速くなるよラにしていますび、 
フラッシュの発光ち法巧9ページ)び回(発光禁止)のときには 
手ぶれにを意してください。 

撮影時の画面のごま意 

• 不要な光びレンズに当たる場合は、手で遮光してか日撮霞して 

•撮影時、【液晶モニター】に表示される被写体の映像は、フレー 

<ださい。 

ム確認のための簡易画像です。撮影した内容は、選択した画質 
で記録されており、出力画素数は確保されています。メモリー 
には精細な画像で記録されています。 


• 被写体の明るさにより、撮影時の【液晶モニター】の表示速度び 


遅くなつたり、ノイズび出る場合びあります。 
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撮影ずる(基本編） I 


インタ’一を使って撮影ずる 


電池の消耗をおさえるために【液晶モニター】をオフに0ページ） 
にし、【ファインダー】を使って撮影することびでさます。 


ズームを 使って撮影ずる 


本機のズームには、光学ズームとデジタルズームの2種類びあり 
ます。 



重要！ • 撮霞範囲フレームは約] m しソ上離れた被写体を撮影した 
場合の範囲を表します。被写体の距離び近い場合、視差 
の関係で実際に写る範囲び異なります。 

. マク□モードやマニュアルフ オーカ スモ ー ドにすると、 
自動的に【液晶モニター】びオンになりますので、【液晶 
モニター】をファインダーとして使用してください。【液 
晶モニター】は視差の問題びないため、記録される画像 
び正しく表示されます。 


光ぎズーム 

光学ズーム機能により、レンズの焦点距離を変えて撮霞すること 
びでをます。ズームの倍率は次の通りです。 

倍率：1〜3倍 



1. REC モードにします。 


2 . 【ズームボタン】を押して、 

ズームの倍率を変えます。 

四(広角）：広角になります。 

[り 遵證：望遠になります。 

【ズームボタン] 







に角 
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撮影ずる(基本編）I 



を使って撮影ずる 


撮影条件に合わせてフラッシュの発光ち法を切り替えることびで 
さます。 


1. REC モードにします。 


2 . 【▼】巧お >) を巧してフラッ 
シユの発光方法を選びま 
す。 

• 【▼】 を押すたびに 【液晶 モ 
二夕一】に次の順でフラッ 
シユの発光方法び表示さ 
れ、切り替わります。 




表示なし（自動発光）：露出に合わせて自動的に発光します。 
M (発光禁止）：露出に関係なく発光しません。 

D (強制発光）：露出に関係なく強制的に発光します。 
^ (赤目軽減）：フラッシュ撮影時に人の目びホく写 
ることを軽減します。露出に合わせ 
て自動的に発光します。 

3. 撮影します。 



重要！.フラッシュ撮影時、フラッシュは数回発光します。最初 
にプ U 発光歷出情報を得るための予備発光）し、最後に 
メイン発光(フラッシュ撮影するための発光)することに 
より、最適な発光量でフラッシュ撮影び行われます。メ 
イン発光び終わるまで、カメラは動かさないでくださ 
い。 

• 赤の【動作確認用ランプ】び点滅中に【シャッター】を押し 
てち、撮彰でさない場合びあります。 
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[撮影ずる(基本編） 

5. 【ズームボタン】のけ](望 デジタルズーム表示 


3. 【シャツター】を押して撮彰します。 

参考 .光学ズームの倍率により、レンズの絞りの値ち変わりま 
一 す。 

• 望遠で撮影するとさは、手ぶれ防止のため兰脚の使用を 
おすすめします。 


デジタル ズーム 

デジタルズーム機能により、光学ズームび最ち望遠になった (3 
倍)状態から、さらに画面の中央を拡大して撮影することびでさ 
ます。デジタルズームを使ったとさのズームの倍率は次の通りで 
す。 

倍率： 3〜12倍(光学ズーム併用） 

1. REC モードにして 【MENU】 を巧します。 

2 . 【◄】【►に"撮影設定"タブを選びます。 

3. 【▲】【▼】で"デジタルズーム"を選び、【►】を押します。 

4. ス"を選び、に ET】 を押します。 

. "切"を選ぶと、デジタルズームは働さません。 


遠)側を押して、ズームの 

倍率を変えます。 

. 【ズームボタン】を操作し 
て光学ズームび最ち望遠 
になると、いつたんズー 
ム動作は停止します。そ 
の後、【ズームボタン】の 
[奉](望遠)側を押すと、デ 
ジタルズームに切り替わ 
ります。 

• 【液晶モニター】にズームバーび表示されます。この表示で 
現在のおおよその倍率び分かります。 


デジタパ 



◄ -光学ズーム- ► 

◄ ^ズム ►! 

1 

|M*I 


— !- 

1け] 


現在のズーム倍率 

6 . 【シャツター】を押して撮影します。 


重要！ •【液晶モニター】の表示を消している場合は、デジタル 
ズームを使って撮影することはでさません （20 ペー 
ジ)。 

. デジタ j レズームを使つて撮影すると画像び粗くなります。 



ズー 厶バー 
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[撮影ずる(基本編） 


■赤目軽減機能について 


フラッシュ使用時のごま意 


夜や暗い室内などで人物をフラッシュ撮影したとさ、目びホく写 
ることびあります。これは、フラッシュ光び目の網膜に反射する 
ために起こる現象です。赤目軽減機能を使ラと、フラッシュ撮彰 
する前にホ目用プ U 発光(写す人の瞳孔をルさくするためにフ 
ラッシュび発光)することにより、人の目びホく写ることを軽減 
します。 

《赤目輕減機能により撮影ずる場合は、下記の点に注意してください。 

.写される人び【フラッシュ】をを視していないと効果びありませ 
ん。撮影する前に【フラッシュ】を見るように声をかけておいて 
<ださい。 

• 被写体までの距離び遠いと、効果び現れにくい場合びありま 
す。 


フラッシュの状態について 


フラッシュの状態については【シャッター】を半押ししたときに、 
【液晶モニター】やホの【動作確認用ランプ】で確認でさます。 


[液晶モニター ]- 


■ フラ 



順^ 


まけ 

-4 



び表示されます。 


赤の【動作確認用ランプ] 
点滅：フラッシュ充電中 
点好：フラッシュ充電完了 
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【フラッシュ】び指で隠れないよラ 
にしてください。隠れてしまラと 
フラッシュ本来の効果び得日れな 
くなります。 

. フラッシュ撮影時の被写体まで 
の距離び、遠かったり、近かっ 
たりする場合は適切な効果び得 
られません。 

. フラッシュの充電時剧ホ、そのときの使用条件(電池の状態や温 
度等）により異なります。 

数秒〜10砂程度(フル充電の場合） 

.ムービーモードの場合は、フラッシュは発光しません。このと 
き 回 焼光禁止)び表示されます。 

• 電池び消耗するとフラッシュの充電びでさなくなることびあり 
ます。このとき回（発光禁止)び点打し、フラッシュび正常に 
発光せずに適正な露出び得られないことを示します。速やかに 
電池を充電してください。 

• ◎(赤目軽減)では露出に合わせて自動的に発光するため、明 
るい場所ではフラッシュは発光しません。 

. フラッシュを使用した場合は、ホワイトバランスび固定される 
ため、が光や堂光灯など他の光源びあると色味び変わることび 
あります。 


























































































撮影ずる(基本編 ） I 


セルフタイマーを使って撮影ずる 


【シャツター】を押してか日約] 0砂または約2秒後に撮影するこ 
とびでさます。また、3枚連続でセルフタイマー撮影する（卜 U プ 
ルセルフタイマー）ことちでさます。 

7. REC モードにして 【 MENU 】 を巧します。 

2 . 【◄】【►】で"撮影設定"タブを選びます。 


5. 撮影します。 

• 【セルフタイマーランプ】 
び点滅し、約]0砂、また 
は2秒後に撮影されます。 

• カウントダウン中に 
【シャツター】を押すと、 
セルフタイマーを解除す 
ることびでさます。 


【セルフタイマーランプ] 



3 . 【▲】【▼】で"セルフタイマー"を選び、【►】を押します。 

4 . 【▲】【▼】でセルフタイマーの時間を選び、 【 SET 】 を押し 
ます。 

] 0秒：] 0秒後に撮影されます。 

2砂： 2砂後に撮影されます。 

X 3 : ]0砂後に1枚、その後撮影準備完了の]秒後に] 
枚、さらに撮影準備完了の1秒後に1枚と、合計3枚 
撮影されます（卜 U プルセルフタイマー)。 

切：セルフタイマーは使用でさません。 


参考 . シャッター速度び遅いとさにセルフタイマーの2秒の設 
定を使用すると手ぶれ防止になります。 

. 卜 U プルセルフタイマーでは、次の撮影準備び終わると 
"1 sec " と表示され、約1秒後に撮影されます。撮影準 
倫完了までの時間は、画像の"サイズ"や"画質"と使用す 
るメモ U - また、フラッシュの充電の有無によって異な 
ります。 


41 


撮影する(応用編) 


本機はさまざまな機能の切り誓えにより、多彩な応用撮影びでさ 
ます。 


ピント合わせの方法を変える 


自動でピントを合わせる（オートフ ォー カス） 

オートフォーカスでは自動的にピントを合わせることびでさま 
す。シャッターを半押しすると、オートフォーカス機能び働さ自 
動的にピント調整を始めます。ピントを合わせることびでさる範 
囲は下記の通りです。 


ピント合わせの方法には、オートフォーカス、マクロ、無限遠、 
マニュアルフォーカスの4種類びあります。これ日をフォーカス 
モードといいます。 


1 . REC モードにします。 


2 . 【▲】 （ A 圧])を巧します。 

. 押すごとにフォーカスモー 
ドび切り替わります。 


今 表术なし 

(オー トフ ォー カス） 

I 

A (マクロ） 

I 

〇〇 (無限遠） 

I 

MF (マニュアル フオー カス） 

」 




範囲：約40 cm 〜〇〇 


1 . 【▲】（出 田) を何回か巧してフオーカスモード表示を消し 
ます。 


2 . ピントを合わせたい被写体 
を【フ オーカ スフレーム】の 
中にと5えて、【シャツ 
ター】を半巧しします。 

. 【動作確認用ランプ】と 
【フオーカスフレーム】の 
点灯のしかたによってピ 
ントの状況を知ることび 
でさます。 



I フォーカスフレーム1 



43 


[撮影ずる(基本編） 


画像ヴイズと画質を変える 


本機は撮影する内容に応じて、画像サイズと画質の切り替えびで 
をます。 


画像サイズを変更ずる 

1 . REC モードにして 【 MENU 】 を押します。 

2 . 【◄】【►に"撮影設定"タブを選びます。 

3 . 【▲】【▼に"サイズ"を選び、【►】を押します。 

4 . 【▲】【▼】で設定内容を選び、に ET 】 を押します。 

2048 X 1已3目： 2048 X 1已3目 pixels で記録します。 

1 600 X 1 200 :1600 X 1200 pixels で記録します。 
1280 X 960 :1280 X 9己0 pixels で記録します。 
640 X 480 : 640 X 480 pixels で記録します。 

参考 .大きくプ U ントするなど、画質を優先したい場合は 
"2048 X 1 日 36" などの pixels 数び大きな画像を選 
び、メールで画像データを送ったり、多くの画像を撮該 
するなど、容量をルさくしたい場合は" 640 X 480" を 
選んでください。 


[撮影ずる(応用編） 


近くを撮影ずる(マクロ） 

マク□では近距離で自動的にピントを合わせることびでさます。 
近くのちのを撮影(接写)するときに使用します。シャッターを半 
押しすると、オートフォーカス機能び働さ自動的にピント調整を 
始めます。ピントを合わせることびでさる範囲は下記の通りで 
す。 

約巨 cm 〜已 0 cm 

1 . 【▲】（出 田) を何回か押して"が’を表示させます。 

2 . 撮該します。 

. ピントの合わせかた、撮影のしかたはオートフォーカス 
モードと同じです。 

• 【動作確認用ランプ】/【フォーカスフレーム】の点灯のしか 
たによつてピントの状況を知ることびでさます。点灯のし 
かたはオートフォーカスモードと同じです。 

重要！.マク□での光学ズームは]〜] .8 倍の範囲で使用でさま 
す。 


状況 

動作確認用ランプ 

フォーカスフレーム 

ピント合わせ完了 

緑点な 

緑点灯 

ピント合わせ不可 

綠点滅 

ホ点な 


3 . 【シャツター】を全押しして撮影しまず。 


画質を変更ずる 

1 . REC モードにして 【 MENU 】 を押します。 

2 . 【◄】【►に"撮影設定"タブを選びます。 

3 . 【▲】【▼に"画質"を選び、【►】を押します。 

4 . 【▲】【▼に設定内容を選び、に ET 】 を押します。 

高精細 ：高画質で記録します。 

標準 ：標準の画質で記録します。 

エコノミー：ほ画質で記録します。 

• 画質び"高精細"一"標準"一"エコノミー"となるに従っ 
て、画像容量はルさくなります。画質を優先するとさは 
"高精細"を、撮影枚数を優先するとさは"エコノ S —"を 
選んでください。 

重要！ .撮該した画像によってファイルサイズび異なるため、実 
際の撮影可能枚数と画面上の表示枚数び一致しない場合 
びあります（18、 ] 27ページ)。 







































































